


⑩推進体制 商店街の部会と観光協会、商工会、行政と連携して事業を推進する。

事業

⑤ターゲット・
　コンセプト

・来街者（外国人旅行者を含む）
・回遊性のある商店街にし、個店のレベルアップを図る。

令和３年４月　～　令和７年３月②実施予定時期

・香嵐渓の観光客の街中（商店街）への誘導することにより、集客力を高める。
・中馬のおひなさん時期の売り上げ増。
・限定商品の開発により各個店のレベルアップすることができる。

③具体的内容

・２月～３月の中馬のおひなさんの時期に合わせ、スタンプラリーを開催し、２年目以降は、違
う月に開催を検討、アンケートなど実施して、ニーズ等を探る。
・町並みさんぽ・中馬塾の体験型イベントとリンクさせ集客を図る。
・各個店で、限定商品を出品するとともに新商品の開発にも力を入れる。
・商店街を５つの町でエリア分けし、全てのエリアを回れるようにスタンプを配置することで、
各町の特色を知ってもらうとともに広く回遊することを促す。
・１１月開催の場合には、香嵐渓の観光客にパンフレットを配布し、積極的に誘客を図る。

①事業名

３　４ヵ年の事業計画   ※事業ごとに作成すること　　　　　　　　作成日　令和３年１月２０日

街中集客事業（スタンプラリー）

予算（千円）

⑨目標
　評価指標
　測定手法

通行量：平日
新商品開発店舗累計

【事業費】印刷費：マップ50,000枚×5.0円＝250,000円　台紙20,000枚×6円＝120,000円　ＰＯ
Ｐ450円×40枚＝18,000円　アルバイト：7,000円×1人×30日＝210,000円　景品：地元商品2,000
円＋864（送料）円）×75個＝214,800円　ピンバッジ250円×1,500個＝375,000円　企画制作費
500,000円（各種印刷物、ピンバッジ等）
【採算性】個店の売り上げ増と中央駐車場の増収

⑥事業費・
　採算性の説明

⑦新規取組内容、改
善点（先導性、先進
性、モデル性等）

⑧事業効果

④必要性・目的

・コロナ禍で減少した来街者や人通りを回復させる。
・スタンプラリー開催時期の売り上げ増。
・各個店のレベルアップとスーパー個店の育成。
・体験型のイベントリンクさせ、足助のコアなファンを増やす。

各個店をＰＲし集客するために各商店ごとに限定商品を出品し、お客様とのコミュニケーション
を図る楽しい商店街をつくる。また、組合員が業種別に集まって新商品開発を行うことで、新た
な商店街の名物づくりに力を注ぐ。
新商品、限定商品を情報発信で学んだ手法により発信していく。

目標達成状況

関連計画や事業

４　計画期間の事業スケジュール

⑪関連計画や事業
　（地域の動き等）

中馬のおひなさん・香嵐渓もみじ祭り

６年度【４年目】５年度【３年目】４年度【２年目】３年度【１年目】

１，７００千円

街中集客事業（スタンプ
ラリー）

通行量
1,030人/日（平日）
新商品開発累計７店

香嵐渓もみじ祭り・中馬
のおひなさん

１，７００千円

街中集客事業（スタンプ
ラリー）

通行量
1,060人/日（平日）
新商品開発累計１０店

香嵐渓もみじ祭り・中馬
のおひなさん

通行量
1,000人/日（平日）
新商品開発累計５店

香嵐渓もみじ祭り・中馬
のおひなさん

１，７００千円

街中集客事業（スタンプ
ラリー）

通行量
800人/日（平日）
新商品開発累計３店

香嵐渓もみじ祭り・中馬
のおひなさん

1，６８８千円

街中集客事業（スタンプ
ラリー）
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３　４ヵ年の事業計画   ※事業ごとに作成すること　　　　　　　　作成日　令和３年１月２０日

①事業名 街中集客事業（町並みさんぽ・中馬塾）

②実施予定時期 令和３年４月　～　令和７年３月

③具体的内容
・愛知県初の重要伝統的建造物群保存地区に選定された町をさんぽしながら、各商店の見学して
もらう。（体験型）
・若者目線や流行のコンテンツを織り交ぜ、飽きない内容にする。
・お客様の意見を新商品の開発の参考にし、意欲的な店を増やす。

④必要性・目的

・コロナ禍で減少した来街者や人通りを回復させる。
・商店街の各建物を見学することで、足助の良さを知ってもらう。
・モノ消費からコト消費トキ消費の流れに対応し、体験型にすることにより、リピーター、より
コアな足助ファンを獲得。
・来街者と深く交流することにより、お客のニーズを把握し、個店のレベルアップにつなげる。
・上記により足助に住みたい、足助で商売をしたい人を増やし、空き店舗の解消、担い手不足の
解消を図る。

⑤ターゲット・
　コンセプト

・来街者（外国人旅行者を含む）
・回遊性のある商店街にし、個店のレベルアップを図る。

⑥事業費・
　採算性の説明

【事業費】講師謝礼50,000×４回＝200,000円、補助スタッフ7,000円×２人×４回＝56,000円
マップ50,000×4冊＝200,000円　諸雑費44,000円
【採算性】個店の売り上げ増と中央駐車場の増収

⑦新規取組内容、改
善点（先導性、先進
性、モデル性等）

・各建物を見学して足助の良さを知ってもらい、体験型で、交流の深い店づくりをする。地元の
学生などと協力をし、情報発信をする。
・若者目線や流行のコンテンツを織り交ぜ、飽きない内容にする。
・旧鈴木家一般公開等商店以外の町家の公開イベントと併せて行い、足助の歴史の深さや町家の
良さを伝えることができる。

⑧事業効果

・商店街を楽しく歩きながら、足助の良さを体感できる。
・来街（店）者と深くかかわることにより、ニーズを把握でき、個店のレベルアップにつなげる
ことができる。
・リピーターを増やし、よりコアな足助ファンを増やすことにより、足助に住みたい、足助で商
売をしたい人を増やす。

⑨目標
　評価指標
　測定手法

通行量：平日
新商品開発店舗累計

⑩推進体制 商店街の部会と観光協会、商工会、行政と連携して事業を推進する。

⑪関連計画や事業
　（地域の動き等）

旧鈴木家一般公開等商店以外の町家の公開イベント

４　計画期間の事業スケジュール

３年度【１年目】 ４年度【２年目】 ５年度【３年目】 ６年度【４年目】

事業
街中集客事業（町並みさ
んぽ・中馬塾）

街中集客事業（町並みさ
んぽ・中馬塾）

街中集客事業（町並みさ
んぽ・中馬塾）

街中集客事業（町並みさ
んぽ・中馬塾）

予算（千円） ５００千円 ５００千円 ５００千円 ５００千円

関連計画や事業

目標達成状況
通行量
800人/日（平日）
新商品開発累計３店

通行量
1,000人/日（平日）
新商品開発累計５店

通行量
1,030人/日（平日）
新商品開発累計７店

通行量
1,060人/日（平日）
新商品開発累計１０店
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３　４ヵ年の事業計画   ※事業ごとに作成すること　　　　　　　　作成日　令和３年１月２０日

①事業名 情報発信

②実施予定時期 令和３年４月　～　令和７年３月

③具体的内容

・商店街独自のホームページの更新
・ＳＮＳ等の勉強会を開催し、常に新しい方法で、個店でも積極的に情報発信し、新商品
の開発や魅力ある個店作りにつなげる。
・空き店舗情報を掲載し、空き店舗解消を図る。

④必要性・目的

・アフターコロナを見据え、商店街のホームページやＳＮＳで情報発信→通信販売などに
対応できるようにするとともに、イベントや足助の歴史等魅力を伝えることによる来街者
の増加を目的とする。
・個店情報の充実（営業日、営業時間、商品の紹介、新しい情報への対応）とレベルアッ
プを図る。
・空き店舗等情報を流し、空き店舗解消⇒担い手不足、不足業種への対応を図る。

⑤ターゲット・
　コンセプト

・来街者（外国人旅行者を含む）

⑥事業費・
　採算性の説明

【事業費】　ＳＮＳ等勉強会講師代100,000円×３回＝300,000円
　　　　　　ＨＰ維持費150,000円　諸雑費50,000
【採算性】個店の売り上げ増と中央駐車場の増収

⑦新規取組内容、改
善点（先導性、先進
性、モデル性等）

・商店街独自のホームページにより常に新しい情報を提供する。
・ＳＮＳにより個店の情報発信力を強化し魅力アップにつなげる。

⑧事業効果
・常に新しい情報を提供し、個店の情報発信力の強化、魅力アップを図る。
・空き店舗情報を掲載し、空き店舗解消を図る。
・不要な看板の数を極力減らし、重伝建の美しい景観を維持することができる。

⑨目標
　評価指標
　測定手法

毎月情報更新、ホームページアクセス数、ＳＮＳ等参加店数

⑩推進体制 部会を中心に商工会、観光協会、行政と連携。専門家への委託。

⑪関連計画や事業
　（地域の動き等）

４　計画期間の事業スケジュール

３年度【１年目】 ４年度【２年目】 ５年度【３年目】 ６年度【４年目】

事業
通年　更新作業
ＳＮＳ等勉強会の開催

通年　更新作業
ＳＮＳ等勉強会の開催

通年　更新作業
ＳＮＳ等勉強会の開催

予算（千円） ５００千円 ５００千円 ５００千円 ５００千円

通年　更新作業
ＳＮＳ等勉強会の開催

関連計画や事業

目標達成状況
毎月情報更新
ＨＰアクセス数５０００/月
ＳＮＳ等参加店数１０店

毎月情報更新
ＨＰアクセス数６０００/月
ＳＮＳ等参加店数12店

毎月情報更新
ＨＰアクセス数７０００/月
ＳＮＳ等参加店数１４店

毎月情報更新
ＨＰアクセス数８０００/月
ＳＮＳ等参加店数１６店
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関連計画や事業

目標達成状況
抽選券の売り上げ枚数
３２，５００枚

抽選券の売り上げ枚数
３２，８００枚

抽選券の売り上げ枚数
３３，１００枚

抽選券の売り上げ枚数
３３，４００枚

事業
年末売出 年末売出 年末売出 年末売出

予算（千円） ５００千円 ５００千円 ５００千円 ５００千円

⑩推進体制 ・商工会と連携、商店街は部会により事業を推進する。

⑪関連計画や事業
　（地域の動き等）

４　計画期間の事業スケジュール

３年度【１年目】 ４年度【２年目】 ５年度【３年目】 ６年度【４年目】

⑦新規取組内容、改
善点（先導性、先進
性、モデル性等）

・抽選会の商品を時代に合った（コロナ、災害、健康志向）人気のあるものに絞り、集客増と経
費節減を図る。また、地元のコラボ商品及び地元産品のブランド化など充実させる。

⑧事業効果 ・商店街のにぎわい創出

⑨目標
　評価指標
　測定手法

・抽選券の売り上げ枚数

④必要性・目的
・年末で消費者の購買機会が増加するときに、年末売出を実施し、集客を図る。
・人口減少の中、売り上げは、減少しており【H29】17,684,000円【H30】16,553,500円【R元】
16,310,000円地元の購買意欲を高めるとともに、帰省家族の買い物も促進する。

⑤ターゲット・
　コンセプト

・地元住民家族（子供から高齢者まで）

⑥事業費・
　採算性の説明

【事業費】500,000円
【採算性】個店の売り上げ増

３　４ヵ年の事業計画   ※事業ごとに作成すること　　　　　　　　作成日　令和３年１月２０日

①事業名 年末売出

②実施予定時期 令和３年４月　～　令和７年３月

③具体的内容
・共同チラシを発行し年末売出の実施
・抽選会の実施
・統一した装飾などで年末売出の一体感を高める。
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３　４ヵ年の事業計画   ※事業ごとに作成すること　　　　　　　　作成日　令和３年１月２０日

①事業名 足助マルシェ

②実施予定時期 令和３年４月　～　令和７年３月

③具体的内容

・毎月第３日曜日にマルシェを開催
・地元の買い物弱者の方を対象に、地元の商店のものや生鮮食料品や日用品を購入できるように
し、ミニ商店街とし、買い物の楽しさを実感してもらう。
・包括支援センターや福祉団体と協力し、健康相談の実施等、事業や情報を共有し、連携を図っ
ていく。
・地元の高校、大学と連携し、若者の目線で、地元ならではの新商品（特産品）の開発を促し、
商店街での販売網を広げる。
・個店で、マルシェ開催日とそうでない日（日曜日）の来客数等を調査し、波及効果を確認す
る。

④必要性・目的

・買い物弱者に対し、必要な商品の提供をするとともに、その他の地元商品も提供し、買い物の
楽しさを実感できる空間を作る。
・ネット販売の台頭により、商店街に出かける方が減少する懸念があるので、人が集まり、ふれ
あえるコミュニティの場（サロンのようなスペース）を作るとともに、高齢者の健康相談もす
る。

⑤ターゲット・
　コンセプト

・地元住民家族（高齢者などの買い物弱者）

⑥事業費・
　採算性の説明

【事業費】アルバイト30,000円×12回＝360,000円　チラシ・ポスター40,000×12回＝480,000円
サービス品（例：甘酒無料配付）簡易イベント、チラシ・ポスター企画470,000円
【採算性】個店の売り上げ増

⑦新規取組内容、改
善点（先導性、先進
性、モデル性等）

・地元商店の商品を集めることにより、コンパクトに”お買い物”を楽しむことができるととも
に、おもてなし便として配達し利便性を高め、ニーズも探る。
・地元住民の高齢化を鑑み、包括支援センター等と協力して進めていく。
・地元高校、大学と連携し若者目線での新商品の開発にもつなげていく。

⑧事業効果 ・買い物弱者への対応。

⑨目標
　評価指標
　測定手法

・集客数

⑩推進体制 ・商工会、地域包括支援センター等と連携、商店街は部会により事業を推進する。

⑪関連計画や事業
　（地域の動き等）

４　計画期間の事業スケジュール

３年度【１年目】 ４年度【２年目】 ５年度【３年目】 ６年度【４年目】

目標達成状況 集客数２００人/月 集客数３００人/月 集客数３５０人/月 集客数４００人/月

事業
足助マルシェ 足助マルシェ 足助マルシェ 足助マルシェ

関連計画や事業

予算（千円） １３１０千円 １３１０千円 １３１０千円 １３１０千円
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関連計画や事業
スタンプラリー
町並みさんぽ・中馬塾
足助マルシェ

目標達成状況
通行量
1,400人/日（平日）

事業
駐車場修繕事業及び公
衆トイレのバリアフリー化

予算（千円） ３，８６１千円

⑩推進体制 商店街の部会と観光協会、商工会、行政と連携して事業を推進する。

⑪関連計画や事業
　（地域の動き等）

４　計画期間の事業スケジュール

６年度【１年目】 　年度【２年目】 　年度【３年目】 　年度【４年目】

⑦新規取組内容、改
善点（先導性、先進
性、モデル性等）

修繕及びトイレのバリアフリー化により、安全・安心して通行、買い物、参加、見学ができる。
駐車場のリニューアルをＰＲする。

⑧事業効果
身体障害者用車両限定の運転免許保有者数が年々増加してるため、安全な駐車場及び誰もが快適
に利用できるバリアフリーのトイレにすることで、利便性及び満足度が向上する。

⑨目標
　評価指標
　測定手法

通行量：平日

④必要性・目的

足助中央駐車場は、車社会の発達を見越して、買い物客の利便性を考え造られたが、５０年以上
経過し、劣化が激しく、雨漏りにより、駐車している車や塗装、収納部分にも悪影響が数年続い
ているため。
街中集客事業（スタンプラリー、町並みさんぽ・中馬塾、足助マルシェ）及び豊田市有数の観光
スポット（旧鈴木家住宅公開）の拠点となっている足助中央駐車場の公衆トイレが老朽化してい
ることから、誰もが快適に利用できるようバリアフリー化する。

⑤ターゲット・
　コンセプト

買い物客（足助町内外）
各種イベントの参加者
旧鈴木家住宅の見学者

⑥事業費・
　採算性の説明

【事業費】：3,861,000円
　　　　　　駐車場収入

３　４ヵ年の事業計画   ※事業ごとに作成すること　　　　　　　　作成日　令和５年７月１２日

①事業名 駐車場修繕工事及び公衆トイレのバリアフリー化

②実施予定時期 令和６年４月　～　令和７年３月

③具体的内容

足助中央駐車場の１階天井補修工事（さびの除去・防さび加工・補修塗り等）をし、安心して駐
車できるようにする。
街中集客事業（スタンプラリー、町並みさんぽ・中馬塾、足助マルシェ）及び豊田市有数の観光
スポット（旧鈴木家住宅公開）の拠点となっている足助中央駐車場の公衆トイレが老朽化してい
るため、誰もが快適に利用できるようバリアフリー化する。

・安全、安心して買い物・参加・見学ができる。⇒お客様満足度向
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